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1.研 究 目的 ・内容

本研究の研究目的は、以下の2点 である。

1)ホ テルは製造業と異なる特性や経営手法をもち、従来の多国籍企業では説明できない産業分

野である。そこで、ホテルの国際化に関する理論的な分析枠組みを考察、提示す る。

2)近 年、日本ホテル企業は相次いで海外撤退 してお り、世界的にみて競争優位があるとは言え

ない。そこで、 日本ホテル企業の国際化の特徴 とは何か、なぜ国際競争力が低いのか、質問票調

査 と事例研究により明らかにする。

2.研 究経過及び成果

通常、製造業では物財に対 して所有することで経営支配が得 られる。製造多国籍企業は何ちか

の優位性や外部経営環境の変化のために海外に事業を拡大するが、その際、「対外直接投資」によ

って所有 し直接支配することが一般的である。
一方、ホテルでは所有(出 資)を 伴わない契約形態(マ ネジメン ト・コン トラク トとフランチ

ャイズ)に よる拡張が一般的である。それは次のよ うな理由による。ホテルはサービス業であり、

目に見えない無形サー ビスは購入するまでその価値や内容が分からない 「経験型商品」である。

また、ホテルは旅行者 に対 して見知 らぬ不慣れな土地で、宿泊 と食事 とい う身の安全 と安心を保

障 しなければな らない。そ こで、ホテルでは 「ブラン ド」や ロコミ、評判が非常に大きな競争優

位 となる。またそ うしたブラン ドに裏打ちされる優れた経営能力やマーケティング能力は暗黙知

として人または組織に体化 されるものであ り、これ らは簡単に模倣 されたり消散 したりするもの

ではない。そのため、ホテル産業では、競争優位の源泉 となる人や ノウハ ウ、スキル、ブラン ド

な どを所有するホテル企業がホテル不動産を所有 していなくても 「事実上のコン トロール」をも

っ とい う契約関係が成 り立つのである。そして、ホテル企業の国際化の初期段階では 「本国の旅

行者に関する知識」が強み となり、「文化的親近性」や 「地理的親近性」のあるところに海外進出

す るとい う調査結果が出されている。

では、 日本ホテル企業の国際化はどうか。

日本のホテル企業は日本の企業を投資パー トナー として文化的 ・地理的親近性のある地域を中

心に海外進出している。 しかし、ホテル競争の激 しい欧米地域では 「民族ホテル(特 定の民族色

が強 く、現地の人々や他の国の旅行者に敬遠 されがちなホテル)に な りたくない」とい う思いか

ら、わざと日本人客の宿泊比率を下げるような傾向があった。また、 日本ではホテル ・ウェディ

ングが普及 しているため宴会需要が大きく、宴会部収入が3分 の1と 他国に類をみないほど大き

い。そのため宴会部への依存 も高く、その反面、宿泊部門のマネジメン トやマーケティングに劣

る面がある。海外市場では宿泊部門が収益の柱 となるが、 日系ホテルでは進出直後に宿泊部門で

なかなか収益があげられず、その上、収益源 となるはずの 日本人客を避けたため、成果を上げる

までに時間もコス トもかかった。 さらに、 日本 と海外のホテルでは総支配人や各部マネジャーに

対 して権限委譲が少なく、意思決定の遅れを招いたのも競争劣位の要因の一つである。
バブル期に華々 しく海外進出 した 目系ホテルは、手厚いサー ビスは好評であったが高コス ト体

質で、バブル崩壊後、投資パー トナーである日本企業が次々に撤退 し、独 自ブラン ドを海外投資

家にアピールできるほどのブラン ドカもなく、最終的にほ とん どの撤退を余儀なくされた。
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3.本 研究と関連 した今後の研究計画

日本的なホテル経営慣行や 日本ホテル経営者のこだわり・志向が海外市場では うまく機能せず、

競争の激 しい欧米市場では撤退 を余儀な くされた。 しかし一方で、日本人客を対象に したアジア

市場ではいまだ成功を収めている日系ホテル も多 く残 されている。

そこで、競争劣位な日系ホテル企業と同 じような立場にあるアジア系のホテル企業がどのよう

な国際化のパターンと特徴 を持つのか、今後の研究にしたい。

現段階で競争劣位なアジア系ホテル企業は、いつ しか欧米系のホテル企業のように成長するの

か、それ とも欧米系とは異なる独 自の路線で成長拡大 してい くのか、今後 も研究を続けていきた
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